






研究の主旨

　種々の代謝疾患が小児の心身障害の原因の 1つになっているが、現在なおそ

れらの疾患の診断に種々改良、改善されるべき問題が残されている。この研究

班では検査材料として直接臓器でなく患者からの採血により得られるものを対

象として検査することを目的とした。しかも技術面での改良を検討し最少量の

サンプルを使用するように務めることにした。


